
1. 接触角度を求めてください。

大プーリ径（Dp）(ピッチ径φ112.05mm)､小プーリ径
（dp）(ピッチ径φ101 .86mm)及び軸間距離（C）
371.96mmより接触角度(θ)を求める｡

標準ベルト長さ（Lp）を計算してください。
暫定軸間距離（C'）380mm、小プーリピッチ径（dp）
101.86mm、大プーリピッチ径（Dp）112.05mmとすると
計算ベルト長さ（Lp'）は下記の式で求めることができ、最も
近い標準ベルト長さ（Lp）を選定します。

軸間距離（C）を計算してください。
ベルト長さ（Lp=1080mm)を用いた場合の軸間距離（C）
は下記の式で求めることができます。

ベルト幅を決定してください。
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価格・流通量などを考慮すると標準プーリの組み合わせを推
奨します。なお､ベルトの屈曲疲労などで耐久性に影響があ
りますので､小プーリ径（歯数）は、各ベルトの最小プーリ
径（P44表5 許容最小プーリ歯数）以上のプーリ径（歯数）
を選定してください｡

小プーリ40歯(ピッチ径φ101.86mm)､
大プーリ44歯(ピッチ径φ112.05mm)
として計算します。

注記：小プーリ及び大プーリとも標準サイズの組み合わ
せを選定するのがよい。

大､小プーリ径､ベルト長さ､軸
間距離を決定してください｡
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1. プーリ径（歯数）

2. ベルト長さ

3.軸間距離

注記：π＝3.1416で計算

注記：ベルト長さ1120mmを用いた場合は、
391.97mm（392mm）となります。

接触角度（θ）=178.4゜
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